

























二室である。    
     
図 1：パテベビー（9.5mm 映写機とカメラ）    図 2：箱 1 内 番号 f-4 16mm フィルム (PERU)  
 
２．映像資料についてii 
 箱１は、1937 年のペルー日食観測に関する 16ｍｍフィルム、1936 年の日食観測に関す









       
       図 3：箱 1 f-7 / f-9 16mm               図 4：箱 1 b-1 内資料 









しかし、その後、川崎技師が渡米したのか（「18 N.Y. Arrival」）、あるいはリスト内の「5 Royal 
Air Force Display 1932-6-25」のような渡欧前年の撮影と思われるフィルムの由来について
は現段階では明らかでない。山本博士の手元に残されていた理由（由来・履歴）について
は、書簡や日誌といった他の資料群から検討出来る可能性があるvi。 
    (裏面)    
       図 5：フィルムリスト         図 6：「着英」ラベルのあるフィルム 









 なお、35mm 映写機の収納箱内に、映写用リールに巻かれた状態の 35mm フィルム 1 巻
が残されている。フォーマットや形状から考えると箱 3 から見つかった 3 巻のフィルムと
共にペルー日食に関するものであると考えられる。 
   




「PATHÉ FILMS VERGES」と記された小缶が残っている。16mm フィルムフォーマット
については、撮影カメラ「MAGAZINÉ CINE-KODAK」と 16mm フィルムマガジン数本vii、




     









1936 年 6 月の日食を前にして、『天界』181 号、5 月号では、東亜天文協会会員の垂井增
太郎氏による日食観測計画案として、専門家の日食観測の活動状況を 16mm フィルムに収





185 号の花山だよりを見ると、1936 年 7 月 25 日に東亜天文協会例会において遠軽での日
食観測状況が 16mm フィルムで上映され、また 8 月 4 日にはオムスクでの観測活動の様子









翌 1937 年 6 月には、ペルーでの日食観測が実施される。この観測にあたって山本博士は







機械に新設計にもとづく工作を施し、6 月 8 日ワンチャコに設置した観測所において活動写
真による日食観測撮影に成功しているxii。その第一報は、すぐ日本に届けられ「寫眞 13 枚、
活動寫眞 50米撮影セリ」と花山急報に報じられているxiii。この時に撮影されたフィルムが、














                                                   
i  フィルムを切ってつなぐ編集作業を指す。後段、箱 4 のフィルムカッタ紙やすりなど。 
ii 箱にそくして資料内容を記しているが、箱 1～3 は搬出に際して収納したものであり、オリ
ジナルの収納状態を示すものではい。但し、それぞれの収納場所をある程度復元出来るかたまり
になっている。 
iii 35mm フィルムには「No.1 1937 PERU」と記載あり。9.5mm フィルム冒頭には日の丸と山
本一清博士が視認できる。山本天文台資料内から見つかった、観測研究者からの寄せ書きのある
日の丸が、1936 年の日食観測を記念するものであることから、この 9.5mm フィルムも 1936 年
の日食関連のフィルムだと考えられる。写真投影用 35mm フィルムには、1 コマ目に「昭和 23
年 5 月 9 日（1948 年） 礼文島ビーズ日食 編輯 京都大学助教授 藤波重次」などの記載あり。 
iv 仏パテ社製「Othello ou le More de Venise 56」「Le Barbier de Séville 52」、国内の「正ちゃ
んの冒険 4」「空中ペーヂエント 64」など。 
v 「Un procédé d'art en photographie 325 [手書き赤文字]シャシン術」「Le Moroir Magique 213 
[手書き赤文字]カガミ術」など。 
vi 川崎技師は、山本博士の義理の弟にあたり、親交が深かったようである。後の水沢緯度観測
所第 2 代所長。（『天文月報』、1959 年 4 月、池田徹郎「故山本一清博士と水沢緯度観測所」。） 
vii フィルムマガジンは暗室からも見つかっており、現像等の手作業の可能性もうかがえる。 















xiii 〔花山急報第 254 号〕、『天界』、195 号、340。その他の報告では 12 枚の写真とある。 
xiv 『天界』197 号、「南米日食観測行」418-419。 
xv Nature, Vol.149, p.501: Observations of the solar eclipse of June 8, 1937. に観測経緯や接
触時間等がレポートされている。観測行の映像記録である 16mm フィルムについては、9 月 17
日の東亜天文協会研究会で、山本博士自ら弁士となり解説上映されたとの記事が残る。『天界』、
199 号、「花山だより」13。 
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